
　　214

『宗教研究』97巻別冊（2024年） 個人発表

三
五
年
一
二
月
八
日
、
皇
道
を
標
榜
し
な
が
ら
も
王
仁
三
郎
が
皇
位
簒
奪

を
狙
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
不
敬
罪
な
ど
に
よ
っ
て
大
本
教
が
徹

底
的
に
弾
圧
さ
れ
る
と
同
時
に
結
社
禁
止
と
な
り
、
終
焉
を
迎
え
た
。

　

昭
和
神
聖
会
は
、
当
時
か
ら
大
衆
的
基
盤
を
持
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
運
動

と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
戦
後
の
研
究
に
お
い
て
も
、

異
端
的
で
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
皇
道
主
義
と
い
う
論
点
が
加
わ
っ
た
と
は
い

え
、
大
き
く
見
れ
ば
そ
の
評
価
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
日
本

国
内
の
政
治
史
・
宗
教
史
・
思
想
史
の
文
脈
で
の
研
究
が
長
ら
く
行
わ
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
次
大
本
事
件
を
主
導
し
た
当
時
の
特

高
課
長
唐
沢
俊
樹
が
戦
後
、
①
道
院
・
世
界
紅
卍
字
会
と
の
提
携
に
よ
る

「
満
洲
」
進
出
と
、
②
国
内
で
の
右
翼
・
軍
人
と
の
国
家
革
命
を
大
本
教

弾
圧
の
原
因
と
し
て
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
、
昭
和
神
聖
会
に
は
「
満
洲

国
」
で
の
大
本
教
の
活
動
が
そ
の
前
史
と
し
て
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
た

め
、
①
と
②
の
関
係
性
、
さ
ら
に
言
え
ば
「
外
地
」＝「
満
洲
国
」
の
視
点

か
ら
の
分
析
は
必
須
で
あ
ろ
う
。

　
「
満
洲
（
国
）」
で
の
大
本
教
は
、
道
院
・
世
界
紅
卍
字
会
と
の
連
合
運

動
（
一
九
二
三
年
〜
一
九
三
五
年
）
に
よ
っ
て
伸
長
し
た
。
そ
の
間
、
宗

教
・
慈
善
活
動
の
ほ
か
黒
龍
会
な
ど
の
ア
ジ
ア
主
義
者
、
関
東
軍
、
張
作

霖
な
ど
と
関
係
し
て
の
「
満
蒙
独
立
国
」
建
国
運
動
な
ど
を
行
っ
た
。
満

洲
事
変
後
は
、
大
本
教
の
実
践
団
体
人
類
愛
善
会
が
紅
卍
字
会
の
社
会
的

基
盤
に
乗
ず
る
形
で
、
災
害
救
援
・
貧
民
救
済
な
ど
を
半
ば
公
的
機
関
と

し
て
行
い
つ
つ
、「
建
国
」
後
は
「
満
洲
国
」
全
域
に
支
部
を
設
立
し
、

関
東
軍
の
宣
撫
活
動
に
も
加
わ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
う
い
っ
た
活
動
は
、

そ
の
主
導
権
が
王
仁
三
郎
で
は
な
く
満
洲
本
部
の
井
上
留
五
郎
に
あ
っ
た

こ
と
や
、
王
仁
三
郎
が
「
五
族
協
和
」
を
無
視
し
て
い
る
と
し
て
関
東
軍

映
画
）
の
作
製
並
び
に
貸
付
な
ど
様
々
な
方
策
を
講
じ
て
目
的
の
達
成
を

図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
国
体
の
浸
透
に
は
学
校
教
育
の
重
要
性
に
加
え
て
、

文
部
省
や
林
銑
十
郎
と
い
っ
た
軍
部
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
る
（
島
薗
進
・

末
木
文
美
士
・
大
谷
栄
一
・
西
村
明
編
『
戦
争
の
時
代
│
│
昭
和
初
期
―

敗
戦
』
春
秋
社
、
二
〇
二
一
年
、
二
六
頁
）。
中
央
教
化
団
体
連
合
会
は

内
務
・
文
部
官
僚
や
陸
軍
大
尉
・
林
、
海
軍
大
尉
・
野
村
芳
三
郎
も
理
事

に
加
わ
っ
て
い
る
。
植
民
地
も
含
む
四
八
団
体
を
傘
下
に
お
さ
め
て
教
化

を
展
開
し
た
中
央
教
化
団
体
連
合
会
は
、
国
体
の
発
揚
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。
こ
う
し
た
教
化
が
、
国
民
に
い
か
に
浸
透
し
た
の
か
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

昭
和
神
聖
会
と
「
満
洲
国
」 

│
│ 

ア
ジ
ア
主
義
と
超
国
家
主
義
の
交
錯
点 
│
│

玉
置
　
文
弥

　

本
報
告
で
は
、
一
九
三
四
年
七
月
に
大
本
教
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ

れ
た
昭
和
神
聖
会
を
「
満
洲
国
」
の
視
点
か
ら
分
析
し
、
そ
の
運
動
の
思

想
的
位
置
づ
け
を
ア
ジ
ア
主
義
と
超
国
家
主
義
の
交
錯
点
に
見
出
さ
ん
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
神
聖
会
は
、
日
本
最
大
の
宗
教
弾
圧
事
件
と
さ

れ
る
第
二
次
大
本
事
件
の
直
接
的
契
機
と
な
っ
た
運
動
と
し
て
知
ら
れ

る
。
日
本
の
右
翼
・
国
粋
主
義
団
体
の
統
合
を
目
指
し
、
大
本
教
・
出
口

王
仁
三
郎
を
核
と
し
て
、
そ
の
信
者
の
ほ
か
、
内
田
良
平
ら
伝
統
的
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ス
ト
、
松
岡
洋
右
や
一
条
実
孝
と
い
っ
た
政
治
家
・
軍
人
、
満
川

亀
太
郎
、
倉
田
百
三
の
よ
う
な
求
道
的
超
国
家
主
義
者
ら
が
参
加
・
協
力

し
、
最
終
的
に
は
八
〇
〇
万
人
と
も
言
わ
れ
る
賛
同
者
を
得
て
海
軍
軍
縮

条
約
反
対
や
天
皇
機
関
説
排
撃
な
ど
の
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
後
一
九
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大
田
南
畝
の
信
仰

木
村
　
中
一

　
「
恐
れ
入
谷
の
鬼
子
母
神　

び
っ
く
り
下
谷
の
広
徳
寺　

ど
う
で
有
馬

の
水
天
宮　

志
や
れ
の
内
の
お
祖
師
様
」。
江
戸
時
代
の
言
葉
遊
び
「
恐

れ
入
谷
の
鬼
子
母
神
」
は
大
田
南
畝
（
一
七
四
九
―
一
八
二
三
）
の
狂
歌

に
由
来
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
近
世
を
代
表
す
る
文
人
と
し
て

名
高
い
大
田
南
畝
は
本
年
没
後
二
〇
〇
年
を
む
か
え
て
、
現
在
脚
光
を
浴

び
て
い
る
。

　

文
人
・
狂
歌
師
、
ま
た
幕
府
に
仕
え
た
御
家
人
と
し
て
天
明
期
に
広
く

活
躍
し
た
大
田
南
畝
に
つ
い
て
少
し
く
み
る
と
、
そ
の
名
を
「
覃
」、
号

を
「
南
畝
」
と
称
し
、
そ
の
他
の
号
と
し
て
「
杏
花
園
」「
巴
人
亭
」「
四

方
赤
良
」「
寝
惚
先
生
」「
念
法
華
先
生
」
や
「
蜀
山
人
」
な
ど
と
も
い
っ

た
。
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
本
年
は
没
後
二
〇
〇
年
と
い
う
記
念
の
年

で
あ
り
、
多
く
の
「
大
田
南
畝
関
係
」
の
特
別
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
大
田
南
畝
の
生
涯
や
活
動
に
迫
る
書
物
も
ま
た
多
く
出
版
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
は
大
田
南
畝
の
狂
歌
師
と
し
て
の
活
躍
や
幕
臣
と
し
て

の
人
物
像
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
も
の
で
、
大
田
南
畝
そ
の
人
の
信
仰
に

焦
点
を
あ
て
た
論
考
は
管
見
の
限
り
少
な
い
。

　

本
発
表
は
ス
ポ
ッ
ト
が
当
り
づ
ら
い
大
田
南
畝
の
信
仰
に
つ
い
て
、
そ

の
交
友
関
係
、
特
に
深
見
要
言
と
い
う
在
家
日
蓮
信
奉
者
と
関
わ
り
と
、

深
見
要
言
の
著
し
た
「
日
蓮
伝
記
物
」
に
大
田
南
畝
が
寄
せ
た
「
序
」
な

ど
の
記
述
よ
り
探
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
大
田
南
畝
と
深
見
要
言
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
深
見

要
言
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
深
見
要
言
の
生
涯
や
そ

の
信
仰
活
動
を
紐
解
く
に
は
現
在
、
大
田
南
畝
が
深
見
要
言
の
著
わ
し
た

の
統
治
方
法
へ
の
批
判
を
行
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
当
地
に
お
け
る
大
本

教
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
低
下
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
や
が
て
停
滞

し
、
そ
の
重
心
は
「
国
内
改
造
」
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
際
重
視
さ
れ
た
の
は
、「
ア
ジ
ア
連
盟
」
と
い
う
思
想
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
ア
ジ
ア
諸
国
を
日
本
に
「
頼
ら
せ
る
」
こ
と
で
ア
ジ
ア
を
統
一

す
る
と
い
う
主
張
だ
が
、
王
仁
三
郎
に
よ
れ
ば
現
状
の
日
本
は
そ
れ
が
可

能
な
国
家
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
神
政
復
古
」
を
目
指
す
昭
和
神
聖

会
を
結
成
し
た
。
こ
こ
に
現
実
国
家
の
超
越
と
し
て
の
超
国
家
主
義
と
、

ア
ジ
ア
主
義
の
交
錯
点
が
看
取
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
昭
和
神
聖
会
支
部
は
国
内
に
留

ま
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
本
報
告
で
は
、「
満
洲
国
」
に
も
関
東

州
地
方
本
部
・
大
連
支
部
・
旅
順
支
部
の
三
件
が
開
設
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
ら
は
第
二
次
大
本
事
件
の
一
ヶ
月
前
に
行
な
わ

れ
た
た
め
、
具
体
的
な
活
動
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
本
教
は

こ
う
い
っ
た
運
動
の
経
緯
を
、
支
部
の
展
開
や
賛
同
者
の
増
加
な
ど
を
強

調
す
る
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
重
視
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
「
満
洲
国
」
で
絶

大
な
権
力
基
盤
を
持
ち
、
そ
れ
を
も
っ
て
国
内
改
造
に
乗
り
込
む
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
、
社
会
・
政
治
的
に
与
え
る
と
い
う
こ
と
に
成
功
し
た
。
し

か
し
そ
れ
は
、
弾
圧
の
引
き
金
と
し
て
「
張
子
の
虎
」
的
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
す
べ
て
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
第
二
次

大
本
事
件
を
再
考
す
る
た
め
に
も
、
極
め
て
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。


